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参照条文の抜粋 

 

 

行政不服審査法 

第八十一条 地方公共団体に、執行機関の附属機関として、この法律の規定によりその権限に属させら

れた事項を処理するための機関を置く。 

 

大阪市行政不服審査法施行条例 

（審査会の会長） 

第８条 審査会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、審査会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

３ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代理する。 

（審査会の部会） 

第 9条 審査会は、その指名する委員 3人以上をもって構成する部会に、法第 81条第 1項に規定する事

項を処理させることができる。 

2 部会に部会長を置き、当該部会に属する委員の互選によりこれを定める。 

3 部会長は、部会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

4 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長の指名する委員がその職務を代理する。 

（審査会の会議） 

第 10条 審査会の会議は、会長が招集する。 

2 審査会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

3 審査会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

（調査審議手続の非公開） 

第 12 条 審査会の行う調査審議の手続は、公開しない。 

 

大阪市行政不服審査会運営要領 

（ウェブ会議の方法による会議の開催等） 

第24条の２ 会長が必要と認めるときは、審査会の会議をウェブ会議の方法（インターネットを通じて、

委員の間で相互に映像及び音声の送受信、資料の共有等を行う方法をいう。以下同じ。）により開催す

るものとする。 

２ 前項に定めるもののほか、審査会の委員は、会長の承認を得て、ウェブ会議の方法で審査会の会議に

参加することができる。この場合において、当該委員は、ウェブ会議の方法による会議への参加をもっ

て審査会の会議に出席したものとみなすものとする。 

３ 前２項の規定は、部会の会議の開催において準用し、これらの規定中「審査会」とあるのは「部会」

と、「会長」とあるのは「部会長」と読替えるものとする。 


